
    ＜２３－１７＞ 

                                 ２０２３年０６月 

先生各位 

 

新規受託項目のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

このたび、ＨＩＶ-１抗体（確認検査）の検査方法を、日本エイズ学会・日本臨

床検査医学会「診療におけるＨＩＶ-１/２感染症の診断ガイドライン２０２０版」

にて推奨されているイムノクロマトグラフィー法の受託を開始いたしますので、 

ご案内申し上げます。 

なお本検査は､従来のウエスタンブロット法（ＷＢ法）より感度・特異度に優れ､

ＨＩＶ-１とＨＩＶ-２同時測定が可能となり、ＨＩＶ抗体確認検査として有用な

検査です。 

何卒、ご利用賜りますようお願い申し上げます。 

                                  謹白 

 

記 

 

■新規受託項目： 

 

 

 

■新規受託開始日： 

 

２０２３年  ７月  １日（土）受付分より 

 

以上 

 

※ 裏面をご覧下さい。 

 ＨＩＶ-１／２抗体確認検査(イムノクロマト法)  [項目コード：４１１５] 



 

 

 

 

 

 

●ＨＩＶ-１／２抗体確認検査（イムノクロマト法） 

変 更 内 容 新 

項目コード ４１１５ 

検査項目名 ＨＩＶ-１/２抗体確認検査 

検 査 方 法 イムノクロマト法（IC法） 

検  体  量 血清１.０ｍL 

所要日数 ３～１０日 

基準値 （－） 

単位 なし 

報告範囲 

（報告形式） 

【親展報告】 

別紙報告（－）（±）（＋） 

検査実施料 ６６０点 

判断料 １４４点（免疫学的検査） 

 

※ 確認検査「ＨＩＶ-１/２抗体確認検査（イムノクロマト法）」につきましては、 

スクリーニング検査「項目コード：２３０４ ＨＩＶ-抗原・抗体」の検査実施後に 

ご依頼ください。 

「診療におけるＨＩＶ-１/２感染症の診断ガイドライン２０２０版」抜粋 

（日本エイズ学会・日本臨床検査医学会 標準推奨法） 

ＨＩＶ－１判定保留（ＨＩＶ－１抗体偽反応）＜2週間後再検査＞

ＨＩＶ－２感染者

ＨＩＶ－２判定保留（ＨＩＶ－１抗体偽反応）＜2週間後再検査＞

HIV非感染（リスクなし）又はＨＩＶ判定保留
＜2週間後再検査＞（リスクあり）

総合判定（可能性含む）

②ＨＩＶ－１核酸増幅検査法

ＨＩＶ－１感染者（低ウイルス量感染または治療中患者）・ＨＩＶ－２感染者

検出せず
【陰性】

ＨＩＶ－１／２判定保留（2週間後再検査）

ＨＩＶ－１感染者（低ウイルス量感染または治療中患者）

ＨＩＶ－１感染者（低ウイルス量感染または治療中患者）

ＨＩＶ－２感染者

検出（定量下限値未満含む）
【陽性】

ＨＩＶ－１及びＨＩＶ－２重複感染者

ＨＩＶ－１感染者

ＨＩＶ－１感染者

急性ＨＩＶ－１感染者

急性ＨＩＶ－１感染者

急性ＨＩＶ－１感染者及びＨＩＶ－２重複感染者

急性ＨＩＶ－１感染者及びＨＩＶ－２重複感染者

急性ＨＩＶ－１感染者

急性ＨＩＶ－１感染者

ＨＩＶ－２感染者

ＨＩＶ－２判定保留

HIV陰性

①ＨＩＶ－１／２抗体確認検査法

判定

ＨＩＶ－１判定保留

HIV判定保留

ＨＩＶ－２感染者

ＨＩＶ－１感染者

ＨＩＶ－１感染者

HIV感染者

陰性

陽性

判定保留

陰性

ＨＩＶ－１

陽性

判定保留

陰性

ＨＩＶ－２

陽性

判定保留

陰性

陽性

判定保留

ＨＩＶ－１／２スクリーニング検査

（抗原抗体同時スクリーニング検査法）

陽性・判定保留

核酸増幅検査法（ＮＡＴ法）
適切な期間を開けて再検査を実施

ＨＩＶ非感染 HIV非感染/ウインドウ期

陰性

HIV確認検査

新規のHIV-1/2抗体確認検査法

および

感染リスクなし 感染リスクあり/不明


